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	第1節総則
	第 1 節   総　則
	1．1 　適用の範囲
	本章は，道路の舗装設計に適用するが，ここに定めていない事項については表－4.1.1に記す関係図書等を参考にするものとする．

	1．2  　舗装構造の原則
	舗装構造の計画に当たっては，以下の原則に配慮しなければならない．
	（1）通常の衝撃に対する構造の安全性及び安全かつ円滑な交通の確保．
	（2）舗装構造に起因する環境負荷の軽減及びリサイクルの推進．
	（3）必要に応じ，雨水を道路路面下に円滑に浸透させることのできる構造．
	（4）路床土の凍結融解による舗装の破損防止対策．
	（5）地域，沿道の土地利用，自動車の交通の状況，道路の構造，気象状況及び周辺の景観と
	の調和に配慮した構造及び色彩．

	1．3 　用語の定義
	（1）疲労破壊輪数
	舗装路面に49kNの輪荷重を繰り返し加えた場合に，舗装にひび割れが生じるまでに要する回数で，舗装を構成する層の数ならびに各層の厚さ及び材質(以下「舗装構成」)が同一である区間ごとに定められる値．
	（2）塑性変形輪数
	舗装の表層の温度を60度とし，舗装路面に49kNの輪荷重を繰り返し加えた場合に，当該舗装路面が下方に1mm変位するまでに要する回数で，舗装の表層の厚さ及び材質が同一である区間ごとに定められる値．
	（3）平たん性
	車道(2以上の車線を有する道路にあっては，各車線)において，車道の中心線から1m離れた地点を結ぶ，中心線に平行する2本の線のいずれか一方の線上に延長1.5mにつき1箇所以上の割合で選定された任意の地点について，舗装路面と想定平たん舗装路面(路面を平たんとなるように補正した場合に想定される舗装路面)との高低差を測定することにより得られる，当該高低差のその平均値に対する標準偏差で，舗装の表層の厚さ及び材質が同一である区間毎に定められる値．
	（4）浸透水量
	舗装において，直径15cmの円形の舗装路面の路面下に15秒間に浸透する水の量で，舗装の表層の厚さ及び材質が同一である区間ごとに定められる値．
	（5）舗装計画交通量
	普通道路においては，舗装の設計期間内の大型自動車の平均的な交通量．一方向2車線以下の道路においては，大型自動車の一方向当たりの日交通量の全てが1車線を通過するものとして算定し，一方向3車線以上の道路においては，各車線の大型自動車の方向別日交通量の70～100％が1車線を通過するものとして算定する．
	小型道路においては，舗装の設計期間内の小型貨物自動車の平均的な交通量．小型貨物自動車の一方向当たりの日交通量の全てが1車線を通過するものとして算定する．
	（6）舗装の設計期間
	交通による繰返し荷重に対する舗装構造全体の耐荷力を設定するための期間であり，疲労破壊によりひび割れが生じるまでの期間．道路管理者が定める．
	（7）舗装の性能指標
	舗装の性能を示し，かつ定量的な測定が可能な指標．疲労破壊輪数，塑性変形輪数，平たん性，浸透水量が代表的な指標．

	1．4 　性能規定の導入
	1．4．1 　性能規定と舗装設計
	舗装は，与えられた性能指標を満たすよう設計しなければならない．

	1．4．2 　性能規定の考え方
	性能規定の導入による舗装の発注形態は，次の3方式とする．なお，いずれの場合も完成した舗装の性能指標は道路管理者が定めなければならない．
	（1）施工前に定めた仕様規定に基づく発注
	（2）発注者が発注内容を見直し，施工前に舗装構成と性能確認方法のみを発注者と協議して5決定することを前提とした発注
	（3）完成した舗装の性能指標のみ規定して発注

	1．4．3  　性能の確認
	舗装性能の確認は，次のいずれかによらなければならない．
	（1）性能指標の値を直接確認する．
	（2）出来形・品質を確認することで間接的に確認する．




	第2節計画
	第 2 節 　計　画
	2．1 舗装の設計期間
	舗装の設計期間は以下を標準とする．
	（1）地域高規格道路及び一般国道　　　　　20年
	（2）その他の道路　　　　　　　　　　　　10年

	2．2 舗装計画交通量
	（1）舗装計画交通量は，舗装の設計期間内における大型自動車の平均的な一方向・1車線当たり交通量として，道路管理者が定める．
	（2）舗装計画交通量算出に必要な大型自動車の一方向交通量は，直近の交通センサス の大型自動車交通量及び走行台キロ伸び率等を利用して算出してよい．ただし，当該道路の将来交通量の予測値がある場合には，その計画交通量及び交通量の伸び率を使用するものとする．
	（3）舗装計画交通量の算定方法は，「舗装の構造に関する技術基準・同解説（2-2 舗装計画交通量）」による．

	2．3 舗装の性能指標の設定
	（1）舗装の設計前に，道路の存する地域の地質及び気象の状況，道路の交通状況，沿道の土地利用の状況などを勘案して，当該道路の性能指標及びその値を定めるものとする．
	（2）舗装の性能指標の値は，原則として施工直後の値とする．
	（3）舗装の性能指標の値は，施工直後の値だけでは性能の確認が不十分である場合においては，必要に応じて，供用後一定期間を経た時点の値を定めることができるものとする．

	2．4 舗装の性能指標
	（1）車道及び側帯の舗装の必須性能指標
	車道及び側帯の舗装の必須性能指標は，疲労破壊輪数，塑性変形輪数及び平たん性とする．
	（2）雨水を道路の路面下に円滑に浸透させることができる構造の舗装性能指標
	車道及び側帯の舗装性能指標は，雨水を道路の路面下に円滑に浸透させることができる構造とする場合においては，(1)に浸透水量を追加するものとする．
	（3）必要に応じ定める舗装性能指標
	(1)または(2)に定める舗装性能指標の他，必要に応じ，すべり抵抗，耐骨材飛散，耐摩耗性，騒音発生の減少などの観点から舗装性能指標を追加するものとする．

	2．5 舗装の性能指標の基準値
	2．5．1 疲労破壊輪数
	１．普通道路
	普通道路の疲労破壊輪数は，舗装路面に49kNの輪荷重を繰り返し加えた場合に，舗装に疲労破壊によるひび割れが生じるまでに要する回数である．
	（1）車道及び側帯の舗装施工直後の疲労破壊輪数は，舗装計画交通量に応じ，次の表の右欄に掲げる値以上とする．
	表－4.2.1 疲労破壊輪数の基準値（普通道路，標準荷重49kN）
	(出典：舗装設計施工指針(平成18年版)p.29)
	（2）疲労破壊輪数は，舗装の設計期間が10年以外である場合においては，(1)の表の右欄に掲げる値に，当該設計期間の10年に対する割合を乗じた値以上とする．
	（3）(1)の疲労破壊輪数は，橋，高架の道路，トンネルその他これに類する構造の道路における舗装など舗装以外の構造と一体となって耐荷力を有する場合及び舗装の修繕の場合においては，(1)の基準によらないことができる．
	（4）(1)の疲労破壊輪数は，舗装の設計期間における交通量及びその輪荷重が設定され，または正確に予測することが出来る道路においては，(1)の基準によらず，その交通量及び輪荷重に基づく載荷輪数以上とするものとする．
	２．小型道路
	小型道路の疲労破壊輪数は，舗装路面に17kNの輪荷重を繰り返し加えた場合に，舗装に疲労破壊によるひび割れが生じるまでに要する回数である．
	（1）車道及び側帯の舗装施工直後の疲労破壊輪数は，舗装計画交通量に応じ，次の表の右欄に掲げる値以上とする．
	表－4.2.2 疲労破壊輪数の基準値（小型道路，標準荷重17kN）
	(出典：舗装設計施工指針(平成18年版)p.30)

	2．5．2 塑性変形輪数
	１．普通道路
	普通道路の塑性変形輪数は，表層温度が60度の舗装路面に49kNの輪荷重を繰り返し加えた場合に，舗装路面が下方に1mm変位するまでに要する回数である．
	（1）車道及び側帯の舗装の表層施工直後における塑性変形輪数は，道路区分及び舗装計画交通量に応じ，次の表の右欄に掲げる値以上とするものとする．
	表－4.2.3 塑性変形輪数の基準値（普通道路，標準荷重49kN）
	(出典：舗装設計施工指針(平成18年版)p.31)
	（2）塑性変形輪数は，積雪寒冷地域に存する道路，近い将来に路上工事が予定されている道路その他特別な理由によりやむを得ない場合において，(1)の基準をそのまま適用することが適当でないと認められときは，当該基準によらないことができる．
	（3）アスファルト・コンクリート舗装の塑性変形輪数については，耐骨材飛散などの観点から，(1)の基準の範囲内で，その値を定めることができる．
	２．小型道路
	小型道路の塑性変形輪数は，普通道路と同様に定める．
	車道及び側帯の舗装施工直後の塑性変形輪数は，道路の区分や舗装計画交通量に係わらず「500回/mm以上」とする．この場合の性能評価法の試験条件は，普通道路と同じとする．

	2．5．3 平たん性
	普通道路及び小型道路の車道及び側帯の舗装の施工直後の平たん性は，2.4mm以下とするが，沿道の環境保全（振動・騒音）への要求等を考慮して設定する．

	2．5．4 浸透水量
	（1）排水性舗装，透水性舗装などとする場合の普通道路及び小型道路の舗装路面の施工直後の浸透水量は，道路の区分に応じ，次の表の右欄に掲げる値以上とする．
	表－4.2.4 浸透水量の基準値（普通道路，小型道路）
	(出典：舗装設計施工指針(平成18年版)p.32)
	（2）(1)の浸透水量は，積雪寒冷地域に存する道路，近い将来に路上工事が予定されている道路その他特別の理由によりやむを得ない場合において，(1)の基準をそのまま適用することが適当でないと認められるときは，当該基準によらないことができる．

	2．5．5 そ の 他
	その他，すべり抵抗値，すり減り量，騒音値などの値は，舗装の目的，用途などを勘案したうえ実測例などを参考に定めるものとする．




	第3節設計
	第 3 節   設　計
	3．1 　設計の基本方針
	舗装は，設定された舗装性能指標の値を満足するように設計しなければならない．
	なお，本節は車道及び側帯の舗装設計に適用するものとし，歩道及び自転車道などの設計については別途定める．

	3．2 　路面設計及び構造設計
	（1）路面設計は，塑性変形輪数，平たん性，浸透水量など路面(表層)の性能指標値を満たすように設計しなければならない．
	（2）構造設計は，疲労破壊輪数の指標値を満たすように設計しなければならない．
	（3）構造設計の手法は，「経験に基づく設計方法」及び「理論的設計方法」の何れを用いてもよい．
	3．2．1 　設計条件
	舗装設計に先だち，次に示す設計条件を明確にしなければならない．
	（1）性能指標の値
	（2）設計期間
	（3）信頼性
	（4）経済条件

	3．2．2  　設計に必要な調査
	舗装設計においては，次に記す項目について調査することが望ましい．また，これらの調査は，既設舗装の維持，修繕にも適用するものとする．
	（1）道路の状況
	（2）交通の状況


	3．3 　路面設計
	路面設計においては，次に記す項目に留意しなければならない．
	（1）必要な路面性能やその他の特性に対応した材料及び工法の選定
	（2）路面性能と舗装構造の関連性
	（3）路面性能指標値の確認時期と路面材料，層厚及び工法の選定

	3．4 　構造設計
	3．4．1 　疲労破壊抵抗性に着目した構造設計
	疲労破壊抵抗性に着目した構造設計は，次に記す方法によるものとする．
	（1）経験に基づく設計方法
	（2）理論的設計方法

	３．４．２　各層の最小厚さ
	３．４．３　透水性に着目した舗装構造
	透水性舗装は，透水性を有する材料を使用して，降雨を表層から基層，路盤に浸透させる構造とした舗装である．排水性舗装は，透水性を有する表層または表・基層に雨水を浸透させて側溝へ排水する構造とした舗装である．
	本県における歩道及び自転車道等の舗装は，原則として透水性舗装とする．また，車道の舗装は，必要に応じて排水性舗装の採用を検討する．

	３．４．４　信頼性を考慮した構造設計
	舗装設計の信頼性は90％を基本とする．ただし，当該道路の置かれた状況を的確に判断し，信頼性75％及び50％を適用してよい．

	３．４．５　補修の構造設計
	補修の構造設計に先だち，既存舗装の健全度調査を実施することが望ましい．
	補修時の構造設計は，「3.4.1疲労破壊抵抗性に着目した構造設計」に準じてよい．

	３．４．６　凍上抑制層
	積雪寒冷地域における舗装は，凍結を考慮しないで求めた舗装厚より凍結深さから求めた置換深さの方が大きい場合には，凍結防止のため，それら深さの差以上の凍上抑制層を構築路床として設けなければならない．


	3．5 周辺施設の設計
	3．5．1 排水施設の設計
	（1）路面排水
	降雨などによる表面水は，速やかに路面外に導かなければならない．このための路面横断勾配は，1.5～2.0％を原則とする．なお，都市間道路などで特に良好な路面の排水機能が必要な場合においては，排水性舗装を用いることが望ましい．
	また，交通量の少ない都市内の区画道路などでは透水性舗装を用い地下水環境の保全・改善に努めることが望ましい．
	（2）地下排水
	路盤及び路床に滞留する水は，速やかに排除し，地下水位を低下させるとともに，道路に隣接する地帯からの路盤及び路床への浸透水は遮断しなければならない．
	（3）のり面排水
	盛土及び切土におけるのり面排水は，舗装の排水設計とあわせて行わなければならない．（4）消雪用水及び融雪水
	積雪寒冷地域においては，消雪用水及び融雪水にも配慮し，流末処理の設計を行わなければならない．

	3．5．2 その他の周辺施設の設計
	道路占用埋設物，交通安全施設など極力舗装内に入らないように，舗装構造，舗装の施工及び管理を念頭において設計しなければならない．




	第4節施工
	第 4 節   施　　工
	4．1 　施工の基本概念
	受注者は，設計の要求性能を十分把握し，材料，工法の選定及び工程が適切であることを確認するとともに，安全の確保と環境保全，施工体制の整備，資機材の調達などを検討し，適切な施工計画に基づき施工しなければならない．

	4．2 　施工計画書の作成
	受注者は，設計の要求性能を満足する舗装を築造するために，施工に先だち施工計画書を作成しなければならない．また，発注形態によっては，舗装構造の設計，材料及び工法の選定も含めた施工計画書を作成するものとする．

	4．3  使用材料
	（1）舗装を構成する各層には，それぞれの機能に適した所要の性能を有するとともに，施工性も考慮した材料を使用しなければならない．
	（2）耐久性，安全性および経済性に優れて材料を使用しなければならない．
	4．3．1 　材料の選定
	材料の選定に当たっては，前項の使用材料の要件を満たすとともに，次に記す事項に配慮しなければならない．
	（1）資源・リサイクルの可能性を検討し，現地材料，建設産業及び他産業の発生材・再生資材などを積極的に活用する．
	（2）既存の材料にとらわれることなく，新たに開発された材料を積極的に利用する．

	4．3．2  構築路床・路盤材料
	（1）構築路床
	構築路床に用いる材料は，交通荷重や工事車両等のトラフィカビリティーを確保するため，十分な支持力や変形抵抗性などを有した均一な品質でなければならない．
	（2）路　　盤
	路盤に用いる材料は，構造的な耐久性を有した材料でなければならない．
	なお，コンクリート舗装の路盤として用いるアスファルト中間層は，路盤としての耐久性，耐水性，コンクリート版の均一な支持及びコンクリート版の施工基盤としての機能を有するものでなければならない．

	4．3．3 アスファルト表層・基層材料
	（1）表　　層
	表層に用いる材料は，塑性変形輪数，平たん性及び浸透水量などの性能指標を満たし，交通の安全性，快適性を供与できる品質でなければならない．
	（2）基　　層
	基層に用いる一般的な材料は，表層に加わる交通荷重を路盤に均一に伝達できる品質でなければならない．

	4．3．4 コンクリート版材料
	コンクリート版に用いる材料は，交通荷重を支持し，路盤以下に荷重を均等に分散することのできる版を生成できる材料でなければならない．


	4．4 構築路床及び路盤の施工
	構築路床及び路盤は，所要の品質が得られるよう十分締固めるとともに所要の仕上がり幅及び厚さとなるよう平たんに仕上げなければならない．

	4．5 アスファルト表・基層の施工
	アスファルト舗装の表・基層は，加熱アスファルト混合物を所定の仕上がり幅及び厚さとなるよう均一に敷き均し，所定の締固め度及び平たん性が得られるように仕上げなければならない．
	なお，コンクリート舗装における中間層は，本項に準じてよい．

	4．6 コンクリート版の施工
	コンクリート版は，設計で定めた配合に製造されたフレッシュコンクリートを，所定の仕上がり幅及び厚さとなるように敷き均し締め固めるとともに，路面の性能を満足する表面形状に仕上げた後，設計基準強度が得られるまで養生しなければならない．
	なお，コンクリート版の目地及び鉄筋等の鋼材は，その性能が発揮できるように，設計図に示された位置に正しく配置しなければならない．

	4．7 各種舗装の施工
	各種舗装の施工は，その舗装の性能が十分発揮できるよう，それぞれの基準，仕様など反映しなければならない．

	4．8 施工記録
	(1)舗装の管理を適切に行うため，施工の種別，施工年月，構造その他必要な事項を台帳等に記録しなければならない．
	(2)新材料を使用した場合，または施工方法に新技術を活用した場合においては，施工管理等に関する調査を行い，その結果を記録しておくことが望ましい．



	第5節歩道及び自転車道等
	第 5 節   歩道及び自転車道等
	5．1 　適用の範囲
	本節は，歩道，歩行者専用道路，自転車専用道路，自転車歩行者専用道路，公園内の道路及び広場などの，歩行者及び自転車，車椅子等の通行に供する道路（以下，「歩道及び自転車道等」と呼ぶ．）に適用する．

	5．2 　計画の基本
	歩道及び自転車道等の舗装計画においては，歩行者及び自転車，車椅子の通行に対し，安全，円滑，快適な歩行性，走行性を確保するとともに，環境の保全と改善に配慮しなければならない．
	ただし，県道にあっては，構造及び色彩は，当該道路の存する地域，沿道の土地利用，自動車の交通の状況，道路の構造，気象状況及び周辺の景観との調和に配慮したものとする．
	また，歩道がなく歩行者が路肩を通行する場合には，路肩にも歩道が備えるべき性能指標の適用を検討するなどの配慮が必要である．

	5．3 　性能指標の設定
	性能指標は，歩道及び自転車道等の利用状況を勘案し，道路管理者が定める．
	5．3．1 　路面機能と舗装性能
	路面機能を確保するために舗装の備えるべき性能は，下記に示す事項を考慮し設定するものとする．
	（1）安全な交通の確保
	（2）円滑な交通の確保
	（3）快適な交通の確保
	（4）環境の保全と改善

	5．3．2  　性能指標と目標値
	舗装の性能指標は，次に示す値を目標とする．
	（1）すべり抵抗性
	BPN≧ 40
	（2）段　　差
	20mm
	（3）透水性
	施工直後における浸透水量300ml/15秒以上とする．
	（4）勾　　配
	縦断勾配は原則として5％以下とする．
	横断勾配は原則として2％以下とする．


	5．4 　設　　計
	舗装の設計は，経験及び施工性を配慮して決定する．なお，車両乗り入れ部や緊急車両の通行箇所は，必要に応じて，車道及び側帯の設計方法に準じる．
	5．4．1 　設計のための調査
	舗装の設計に当たっては，次に記す事項について調査するものとする．
	①交通条件，②路床条件，③材料条件，④気象条件，⑤沿道条件，⑥道路条件，⑦工事条件

	5．4．2 　舗装構成
	（1）舗装構成は，当該箇所で要求される路面機能に適応した表層材料を選定し，その表層材料に応じて舗装構成を決定するものとする．
	（2）路盤は，路床の状況を考慮して厚さ10～15cmとし，粒状材料を用いることが望ましい．
	（3）積雪寒冷地域で凍上が想定される場合において，凍結深さから求めた置換深さが舗装厚を上回る場合は，置換深さから舗装厚を減じた値以上の凍上抑制層を構築路床として設けることが望ましい．
	（4）歩道及び自転車道等の舗装は，原則として，降雨時の利用者の安全及び環境の保全・改善の観点から透水性舗装とする．ただし，地域特性により透水性舗装が適当でない場合は，一般のアスファルト舗装とする．

	5．4．3 　舗装工法と材料
	舗装工法と材料は，要求される性能に見合ったものを選定するとともに，維持管理を含めた経済性を考慮して選定しなければならない．


	5．5  　施　　工
	施工に先だって受注者に作成させる施工計画書には，歩道及び自転車道等の舗装についても記述させなければならない．

	5．6 　補　　修
	歩道及び自転車道等の補修を行う場合には，破損の原因を見極め補修計画に反映させなければならない．



	第6節排水性舗装
	第 6 節   排水性舗装
	6．1 　排水性舗装の定義
	排水性舗装とは，空隙率の高い多孔質なアスファルト混合物（以下「排水性混合物」という．）を表層または基層に用い，排水性混合物層（以下「排水機能層」という．）の下に不透水性の層を設けることにより，排水機能層に浸透した水が不透水性の層の上を流れて排水処理施設に速やかに排水され，路盤以下へは水が浸透しない構造をいう．

	6．2 　適用の範囲
	本節は，車道及び側帯の排水性舗装に適用する．

	6．3 　排水性舗装の機能
	排水性舗装は，次のような機能を有しなければならない．
	（1）車両の走行性の向上
	（2）沿道環境の改善

	6．4 　採用に当たっての留意事項
	排水性舗装の採用に当たっては，以下に示す事項等に留意しなければならない．
	（1）一般部への適用
	（2）積雪寒冷地における適用
	（3）橋梁部への適用
	（4）交差点部への適用
	（5）空隙詰まりを生じやすい箇所への適用

	6．5 　構造の設計
	舗装構造は，求められる性能指標を満たすように設計しなければならない．
	6．5．1 　舗装構成
	排水性舗装は，排水機能層である表層または表層・基層に排水性混合物を用い，排水機能層の下には雨水が浸透しない不透水性の層を設けなければならない．

	6．5．2 　舗装の構造設計
	排水性舗装の構造設計は，「第3節　設計」に準じてよい．

	6．5．3 　排水機能層の設計
	排水性舗装は，排水機能層（透水層）である表層または表層・基層の設計を行い，透水層の厚さと排水処理方法を検討する．

	6．5．4 　排　　水
	排水性舗装は，排水機能層に流入した水を速やかに排水施設に導く構造としなければならない．


	6．6 　機能回復を目的とした維持管理
	機能をできるだけ長く持続させるために，維持管理に努めなければならない．
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	第 2 節 設計計画
	第 3 節 十谷鬼島線施工対応雨水流出量
	第 4 節 表面排水
	第 5 節 地下排水
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	第９ 節 参考資料


	8_karubatokou
	第1節　総則
	第８章 カルバート工
	第 １ 節   総則
	１．１　 適用の範囲
	本章はカルバート工の設計に適用するが，ここに定めていない事項については 表－8.１.1 に記す関係図書等を参考にするものとする．
	なお，道路下に埋設される上・下水道管，共同溝及び地下横断歩道などについては，それぞれが定める技術基準によるものとする．

	１．２　 カルバートの概要
	従来型カルバートは，構造形式から剛性ボックスカルバート，剛性パイプカルバート及びたわみ性パイプカルバートに分類する．

	１．３　 従来型カルバートの適用条件
	対象とするカルバートの一般的な土かぶり及び断面の適用範囲は表－8.1.2のとおりとする．ただし，地盤条件などによって表－8.1.2の適用範囲を超える場合には詳細な検討を加え，合理的な設計を行わなければならない．

	１．４　 従来型以外のカルバート等
	１．５　 カルバートの変状・損傷の主な発生形態
	カルバートの変状・損傷としては主に以下のものがあり，カルバート工の実施に当たって留意しなければならない．
	(1)常時の変状・損傷
	(2)異常降雨による変状・損傷
	(3)地震による変状・損傷
	(4)特殊な環境による変状・損傷



	第2節　調査設計
	第 ２ 節   調査・計画
	２．１　 基本方針
	計画に当たっては，カルバートが必要となる理由を明確にし，その目的に十分対応できる計画を立てるとともに，道路の設計・施工に適し，かつ経済的に有利となる種類を選定しなければならない．
	カルバート工の実施に当たっては，使用目的との適合性，構造物の安全性，耐久性，施工品質の確保，維持管理の容易さ，環境との調和，経済性を考慮しなければならない．

	２．２　  計画における配慮
	カルバートの計画に当たっては，設計・施工の省力化の促進を念頭において，以下の事項に配慮しなければならない．
	(1)構造物形状の単純化
	(2)使用材料および主要部材の標準化・規格化
	(3)構造物のプレキャスト化

	２．３　 調査
	２．３．１ 調査の基本方針および調査・検討事項
	カルバートの計画に用いる地層構成や土質定数は，ボーリング調査及び土質試験などの結果を有機的に組み合わせて定めることを原則とする．

	２．３．２  調査事項
	カルバートの形状寸法・基礎形式を検討するためには，設計・施工の各段階に応じた調査計画に基づき，必要な地盤調査を行うものとする．
	(1) 地形・地質及び地表水・地下水に関し，以下の項目について調査を行う．
	1）地層の性状及び傾斜
	2）地表水の状況，地下水の有無，伏流水の系統，方向，水量等
	(2) 土質及び地盤に関し，以下の項目について調査を行う．
	1）土圧の計算及び土質特性の確認に必要な設計定数に関する調査
	2）基礎地盤の支持力の計算に必要な設計定数に関する調査
	3）圧密沈下の検討に必要な設計定数に関する調査
	(3) 周辺構造物がある場合には，周辺構造物の構造形式・健全度等の状況，設計図書・施工記録等の資料について調査を行う．


	２．４　 断面形状の決定
	カルバートの断面形状は，矩形を標準とする．
	カルバートは，その目的に応じて所要の断面を確保するとともに,供用後の変状にも対処できるよう余裕を見込んで断面を決定しなければならない．
	なお，利用目的に応じて，道路または水路管理者と協議を行うものとする．

	２．５　 平面・縦断形状の決定
	(1) カルバートの平面形状は,内部空間の機能を満足し，かつ上部道路との平面交差角ができるだけ大きく（90 に近く）なるように決定しなければならない．
	(2) カルバートの縦断勾配は，道路用カルバートの場合，道路構造令に定める道路の縦断勾配以下とし，かつ排水勾配をつけるものとする．また，水路カルバートの場合は,維持管理上安全で,かつ多量の土砂堆積を生じないような勾配としなければならない．

	２．６　 構造形式の選定
	構造形式の選定に当たっては，その特徴を理解し，使用目的，内空断面や土かぶりのほか，設置箇所の地形・地質，土質・地盤，施工条件等を考慮のうえ，合理的かつ経済的となるよう選定しなければならない．

	２．７　 基礎地盤対策の選定
	カルバートの基礎形式は，カルバート頂部と裏込め部の間に不同沈下が生じるのを避けるため，カルバートと周辺地盤が一体として挙動する直接基礎とするのが望ましい．

	２．８　 道路横断排水カルバートの計画上の留意事項
	道路横断排水としてカルバートの適用を計画する場合，適切に設計流量を計算し，必要な内空断面を確保する．



	第3節　設計一般
	第 ３ 節   設計一般
	３．１　 基本方針
	３．１．１  設計の基本方針
	(1) カルバートの設計に当たっては，使用目的との適合性，構造物の安全性，耐久性，施工品質の確保，維持管理の容易さ，環境との調和，経済性を考慮しなければならない．
	(2) カルバートの設計に当たっては，原則として，想定する作用に対して要求性能を設定し，それを満足することを照査する．
	(3) カルバートの設計は，論理的な妥当性を有する方法や実験等による検証がなされた方法，これまでの経験・実績から妥当とみなせる手法等，適切な知見に基づいて行うものとする．

	３．１．２  想定する作用
	カルバートの設計に当たって，想定する作用は，以下に示すものを基本とする．
	（1）常時の作用
	（2）地震動の作用
	（3）その他

	３．１．３  カルバートの要求性能
	カルバートの要求性能及び重要度は以下の場合に対して設定を行う．
	（1）従来型カルバートの範囲を超える規模のカルバート
	（2）従来型カルバートと力学特性が異なると想定されるカルバート

	３．１．４ 性能の照査
	(1) 原則として，要求性能に応じて限界状態を設定し，想定する作用に対するカルバートの状態が限界状態を超えないことを照査する．
	(2) 設計で前提とする施工，施工管理，維持管理の条件を定めなければならない．
	(3) 従来型カルバートについて，「道路土工―カルバート工指針　第5章及び第6章」に従って設計し、「道路土工―カルバート工指針　第7章」以降に基づいて施工，維持管理を行えば(1)，(2)を行ったとみなしてよい．

	３．１．５ カルバートの限界状態
	(1) 性能1に対するカルバートの限界状態は，想定する作用によって生じる変形・損傷がカルバートの機能を確保でき得る範囲内で適切に定めるものとする．
	(2) 性能2に対するカルバートの限界状態は，想定する作用によって生じる変形・損傷が修復を容易に行い得る範囲内で適切に定めるものとする．
	(3) 性能3に対するカルバートの限界状態は，想定する作用によって生じるカルバートの変形・損傷が内部空間及び隣接する施設等への甚大な影響を防止し得る範囲内で適切に定めるものとする．

	３．１．６ 照査方法
	照査は，カルバートの種類，想定する作用，限界状態に応じて適切な方法に基づいて行うものとする．


	３．２　 荷重の種類
	カルバートの構造設計に当たっては，死荷重，活荷重・衝撃，土圧，水圧及び浮力，コンクリートの乾燥収縮，温度変化の影響，地震の影響のうち，カルバートの設置地点の諸条件，構造形式等によって適宜選定する．
	荷重の組合せは，同時に作用する可能性が高い荷重の組合せのうち，最も不利となる条件を考慮して設定する．
	３．２．１  死荷重
	３．２．２  活荷重
	活荷重としては車両制限令を基に，後輪の影響を考慮するほか，必要に応じて前輪の影響を考慮するものとする（以下，T’荷重という）．
	活荷重は,カルバート縦断方向には範囲を限定せず載荷させるものとし，カルバート縦断方向単位長さ当りの活荷重は式(8.3.1)，式(8.3.2)により算出するものとする．
	前輪と後輪の間隔は６ｍとする．

	３．２．３  土圧
	(1) 土圧の計算に用いる土の単位体積重量は18kN/ｍ３としてよい．なお，この値と大きく異なる盛土材，埋戻し材を用いる場合は締固め試験などによって定めるものとする．
	(2) 地下水位以下にある土の単位体積重量は，9kN/ｍ３を差引いた値とする．
	(3) カルバートの側壁には，静止土圧が作用すると考え土圧の計算を行う．この時用いる土圧係数は通常の砂質土や粘性土(wＬ＜50％)に対しては0.5としてよい(wＬ：液性限界)．
	(4) カルバートの上部に作用する鉛直土圧はカルバートの種類，基礎形式，埋設方法などにより異なるため，設計においては留意しなければならない．

	３．２．４ コンクリートの乾燥収縮の影響
	コンクリート部材から構成されるカルバートの設計に当たっては，カルバートの構造や施工条件等に応じて，コンクリートの乾燥収縮の影響を適切に考慮するものとする．

	３．２．５ 温度変化の影響
	カルバートの設計に当たっては，カルバートの種類や設置地点の条件等に応じて，温度変化の影響を適切に考慮するものとする．

	３．２．６  地震の影響
	地震の影響として，次のものを考慮するものとする．
	（1）カルバートの自重に起因する地震時慣性力
	（2）地震時土圧
	（3）地震時の周辺地盤の変位または変形
	（4）地盤の液状化の影響


	３．３　 土の設計諸定数
	土の設計諸定数は，原則として土質試験及び原位置試験等の結果を総合的に判断し，施工条件等も十分に考慮して設定するものとする．

	３．４　 使用材料
	３．４．１  コンクリート
	使用するコンクリート(パイプカルバート，プレキャスト製品は除く)の設計基準強度は，鉄筋コンクリート部材24N/mm２，無筋コンクリート部材18N/mm２を原則とする．

	３．４．２  鉄筋
	使用する鉄筋(プレキャスト製品は除く)の材質は，SD345を原則とする．

	３．４．３  裏込め・埋戻し材料
	(1) カルバートの裏込め・埋戻しに用いる土質材料は良質の材料を使用し，入念な施工を行わなければならない．
	(2) カルバートの裏込め土に軽量盛土材を用いる場合には，比重や強度等を検討し，現場条件に適した材料を選定する必要がある．


	３．５　 許容応力度
	３．５．１  コンクリート
	コンクリートの許容応力度は表－8.3.9とする．

	３．５．２  鉄筋
	(1) 鉄筋コンクリート部材及びプレストレストコンクリート部材における鉄筋の許容応力度は，直径51mm以下の鉄筋に対して表－8.3.10とする．
	(2) ガス圧接継手の許容応力度は，非破壊試験を行うなど十分な管理を行う場合，母材の許容応力度と同等としてよい．

	３．５．３  荷重の組合せによる許容応力度の割増し
	荷重の組合せと許容応力度の割増しは，「道路橋示方書・同解説IV下部構造編」に準じるものとする．
	(a)地震の影響を考慮する場合　　　：　割増係数　　1.50
	(b)衝突荷重を考慮する場合　　　　：　　 〃 　　　1.50
	(c)施工時の荷重を考慮する場合　　：　　 〃 　　　1.25
	(d)温度変化の影響を考慮する場合　：　　 〃 　　　1.15



	死荷重を算定する際に用いる単位体積重量は，次の値を用いてもよい．ただし、実際の単位体積重量の明らかなものはその値を用いるものとする．

	第4節　剛性ボックスカルバート
	第 ４ 節   剛性ボックスカルバートの設計
	４．１　 基本方針
	４．１．１ 従来型ボックスカルバート設計の基本方針
	４．１．２ 従来型ボックスカルバートの設計方法
	(1)最小土かぶり厚は50cm以上確保することが望ましい．
	(2)土かぶり厚が変化する場合において，１ブロックの構造厚は,最大断面力で求めた値を全体に用いてよい．


	４．２　 設計荷重
	設計に当たって考慮しなければならない荷重を表－8.4.2に示す．ただし，施工時に片方のみ埋戻しを行う場合やその他の事情により偏土圧を受ける場合には，設計にその偏荷重を考慮しなければならない．

	４．３　 剛性ボックスカルバートの安定性の照査
	(1) 剛性ボックスカルバートは直接基礎を基本とする.
	(2) 剛性ボックスカルバートは,「4.2　設計荷重」に示す荷重に対し,支持及び滑動に対して安定であるとともに変位が許容変位以下であることを照査するものとする.このとき,許容変位は,上部道路及び周辺施設から決まる変位を考慮して定めるものとする.ただし,門形カルバートを除く剛性ボックスカルバートで,基礎地盤に問題のない場合は一般に安定性の照査を省略してよい.
	(3) 地下水位以下に施工される剛性ボックスカルバートについては,浮上がりに対する安定の照査を行うものとする.

	４．４　 部材の安全性の照査
	４．４．１ 一般
	ボックスカルバートの断面力の計算に用いる荷重の組合せは，以下によるものとする．

	４．４．２ 曲げモーメント及び軸方向力が作用するコンクリート部材
	鉄筋コンクリート部材断面に生じるコンクリート及び鉄筋の応力度については，軸ひずみは中立軸からの距離に比例し，鉄筋とコンクリートのヤング係数比は15，さらにコンクリートの引張応力度は無視するものと仮定して算出するものとする．また，それぞれの応力度は，「3.5許容応力度」に示す許容応力度を超えてはならない．

	４．４．３ せん断力が作用するコンクリート部材
	コンクリート部材のせん断力に対する照査は，平均せん断応力度τmが許容せん断応力度以下であることを照査するものとし，以下のとおり行ってよい．
	(1) コンクリートのみでせん断力を負担する場合，平均せん断応力度τmが表－8.3.10に示す許容せん断応力度τa1以下であることを照査する．
	(2) 斜引張鉄筋と協働してせん断力を負担する場合，平均せん断応力度τmが表－8.3.10に示す斜引張鉄筋と協働してせん断力を負担する場合の許容せん断応力度τa2以下であることを照査する．




	第4節　剛性ボックスカルバート-2
	４．５　 耐久性の検討
	４．６　 鉄筋コンクリート部材の構造細目
	４．６．１ 一般
	カルバートの鉄筋コンクリート部材の設計に当たっては，構造物に損傷が生じないための措置，構造上の弱点を作らない配慮，弱点と考えられる部分の補強方法，施工方法等を考慮し，設計に反映させる．

	４．６．２ 最小鉄筋量
	(1) 曲げを受ける部材では，コンクリートのひびわれとともに耐力が減じて急激に破壊することのないように，軸方向鉄筋を配置するものとする．
	(2) 軸方向力が支配的な部材においては，想定した以上の偏心荷重が作用した場合にも部材がぜい性破壊しないように，軸方向鉄筋を配置する．
	(3) コンクリートに局部的な弱点があっても，その部分の応力を分散できるように，必要な量の軸方向鉄筋を配置する．
	(4) 乾燥収縮や温度勾配等による有害なひびわれが発生しないように，鉄筋を配置する．

	４．６．３ 最大鉄筋量
	曲げを受ける部材では，鉄筋の降伏よりもコンクリートの破壊が先行するぜい性的な破壊が生じないように，軸方向の引張鉄筋を配置する．

	４．６．４ 鉄筋のかぶり
	(1) コンクリートと鉄筋との付着を確保し，鉄筋の腐食を防ぎ，水流や火災に対して鉄筋を保護するなどのために必要なかぶりを確保する．
	(2) 水中または土中にある部材については，維持管理の困難さも考慮し，必要なかぶりを確保する．
	(3) 水中で施工する鉄筋コンクリート部材については，コンクリートの品質，締固めの困難さ，施工精度等も考慮して，必要なかぶりを確保する．

	４．６．５ 鉄筋のあき
	(1) 鉄筋の周囲にコンクリートが十分に行きわたり，かつ，確実にコンクリートを締め固められるように鉄筋のあきを設ける．
	(2) コンクリートと鉄筋とが十分に付着し，両者が一体となって働くために必要な鉄筋のあきを確保する．

	４．６．６ 鉄筋の付着
	鉄筋の端部は，鉄筋とコンクリートが一体となって働くように，確実に定着させる．

	４．６．７ 鉄筋のフック及び曲げ形状
	(1) 鉄筋の曲げ形状は，加工が容易にでき，かつ，鉄筋の材質が傷まないような形状とする．
	(2) 鉄筋の曲げ形状は，コンクリートに大きな支圧応力を発生させないような形状とする．

	４．６．８ 鉄筋の継手
	鉄筋に継手を設ける場合は，部材の弱点とならないようにする．

	４．６．９ せん断補強鉄筋
	せん断補強を目的としてせん断補強鉄筋を配置する場合には，有効に働くように配置する．

	４．６．１０ 配力鉄筋及び圧縮鉄筋
	(1) 剛性ボックスカルバートは構造物軸方向に連続しており，断面や地盤が変化することから，十分な量の配力鉄筋を配置する．
	(2) 各部材において圧縮側となる軸方向鉄筋は，引張側の軸方向鉄筋量に応じ，十分な量の圧縮鉄筋を配置する．


	４．７　 場所打ちボックスカルバートの設計
	４．７．１  構造設計
	場所打ちボックスカルバートは，常時での死荷重，活荷重，土圧，地盤反力度により，設計上最も不利となる状態を考慮して設計する．

	４．７．２ 基礎工の設計
	基礎工の設計にあたっては，基礎地盤を十分に調査し，不等沈下など生じないよう安全な設計を行わなければならない．

	４．７．３ 安定性の照査
	４．７．４ 裏込め工
	裏込めは,「第3章土工,7.2.1カルバートの裏込め」に準ずるものとする．



	第4節　剛性ボックスカルバート-3
	第 ４ 節
	４．９
	４．７．５　構造細目
	(1) 斜角
	斜角は原則としてつけないものとする．ただし，やむを得ず斜角をつける場合は５度ラウンドとすることが望ましい．
	(2) 継手
	継手の位置及び遊間は，カルバートの長さ，土かぶり，基礎形式，上げ越し量などを考慮して決定しなければならない．なお，１ブロックの長さは，原則として15ｍ以下とする．また，継手を設けた場合は，カルバート相互の不等沈下や側方のずれが起こらないよう十分な補強を行わねばならない．
	(3) ウイング
	ウイングは，パラレルウイングを原則とする．ただし，比較的規模の小さい水路ボックスや歩道ボックスにはU型擁壁などでカルバート前面に取り付けてもよい．その他にも，盛土部が補強土擁壁等の場合もある．
	(4) 止水壁
	水路用カルバートの場合は，原則として下流端に洗掘防止のため止水壁を設ける.


	４．８　 プレキャストボックスカルバートの設計
	４．８．１  適用範囲
	内空断面2.0ｍ×2.0ｍ以下は原則としてプレキャスト製品を使用するものとする．なお，それ以上の内空断面についても施工期間，維持管理，製品品質等を考慮したうえで採用を検討することが望ましい．

	４．８．２ 設計方法
	プレキャストボックスカルバートの設計方法は，「道路土工－カルバート工指針(5-8プレキャストボックスカルバートの設計)」に準ずる．

	４．８．３ 縦方向の連結
	縦方向の連結は，原則として行わないものとする．ただし，高い止水性を確保したい場合や土かぶりが大きく変化する場合などには，縦方向の連結を行わなければならない．

	４．８．４  基礎の設計
	プレキャストボックスカルバートの基礎は，無筋コンクリートによる直接基礎を標準とする．


	４．９　 門形カルバートの設計
	門形カルバートの設計に関する基本的事項は，「4.7 場所打ちボックスカルバートの設計」に準ずる．

	４．１０　 場所打ちアーチカルバートの設計
	場所打ちアーチカルバートの設計に関する基本的事項は，「4.7 場所打ちボックスカルバートの設計」に準ずる．

	４．１１　 プレキャストアーチカルバートの設計
	プレキャストアーチカルバートの設計に関する基本的事項は，「4.7 場所打ちボックスカルバートの設計」,「4.8プレキャストボックスカルバートの設計」及び「4.10場所打ちアーチカルバートの設計」に準ずる．



	第5節　パイプカルバートの設計
	第 ５ 節   パイプカルバートの設計
	５．１　 基本方針
	５．１．１ 一般
	パイプカルバートの設計に当たっては，適切な設計断面を設定し，5.1.2に示す荷重に対してカルバートの安定性，及び部材の安全性の照査を行う．また，必要に応じて耐久性の検討を行う．

	５．１．２ 荷重

	５．２　 剛性パイプカルバートの設計
	５．２．１  設計一般
	剛性パイプカルバートの設計は，「道路土工－カルバート工指針(6-2 剛性パイプカルバートの設計)」に準ずる．

	５．２．２  埋設形式
	剛性パイプカルバートの埋設形式は，突出型と溝型に分類する．

	５．２．３  標準設計の利用
	遠心力鉄筋コンクリート管，およびプレストレストコンクリート管を用いたパイプカルバートの設計は原則として，「土木構造物標準設計」によるものとする．


	５．３　  たわみ性パイプカルバートの設計
	たわみ性パイプカルバートの設計は，「道路土工－カルバート工指針（6-3たわみ性パイプカルバートの設計）」に準ずる．



	第6節　カルバートの施工
	第 ６ 節   カルバートの施工
	６．１　 施工一般
	カルバートの施工に当たっては，他の関連工事との整合性を図り，周到な工程計画をたてなければならない．

	６．２　 カルバートの種類による施工上の留意事項
	カルバートの種類に応じた施工上の留意事項は，「道路土工－カルバート工指針(7-2 剛性ボックスカルバートの施工，7-3 剛性パイプカルバートの施工，7-4 たわみ性パイプカルバートの施工)」に準ずる．



	第7節　維持管理
	第 ７ 節   維持管理
	７．１　 維持管理一般
	(1)維持管理のため設計図を保存しなければならない．
	(2)カルバートは，その機能を保持させるため，定期的に点検を行い，その結果を記録として
	残すことが望ましい．

	７．２　 カルバートの種類による維持管理
	カルバートの種類に応じた維持管理事項は，「道路土工－カルバート工指針(8-4 補修・補強対策)」に準ずる．



	第8節　参考資料
	第 ８ 節   参考資料
	資料－０１  標準設計
	････ 　土木構造物標準設計第１巻 解説書（全日本建設技術協会）の抜粋

	資料－０２  配筋細目
	････ 土木構造物設計マニュアル（案）に係わる設計・施工の手引き(案)
	（全日本建設技術協会）の抜粋

	資料－０３  剛性パイプカルバートの基礎形式選定図
	････ 　道路土工―カルバート工指針 6-2-2 剛性パイプカルバートの設計の抜粋
	資料－０１   標準設計
	資料－０２   配筋細目
	資料－０３   剛性パイプカルバートの基礎形式選定図




	9_kasetukouzoubutukou
	第1節　総則
	第 ９ 章 　 仮設構造物工
	第１節   総則
	１．１　 適用の範囲
	本章は，道路構造物及び道路付属施設等の施工に用いられる仮設構造物の設計に適用するが，ここに定めていない事項については 表－9.1.1の関係図書等を参考にするものとする．
	土留構造物への適用範囲は，原則として掘削深さ30ｍ程度以浅とする．また，路面覆工及び仮桟橋は，受け桁にＨ形鋼またはI形鋼を使用する構造形式で，15ｍ程度以下の標準的な支間のものに適用する．

	１．２　 関連法規
	仮設構造物の調査，計画，設計及び施工に当たっては，事前に関連法規の内容を十分把握し，実施しなければならない．

	１．３　 用語の定義
	仮設構造物の計画に当たって，用いる用語は原則として本項に示すものとする．



	第2節　調査
	第 ２ 節   調査
	２．１　 調査一般
	調査は，安全で合理的かつ経済的な計画，設計及び施工を行うとともに，環境保全に関する検討に必要な資料を得ることを念頭に置き，地盤条件，施工条件など必要な事項について実施しなければならない．

	２．２　 地盤の調査
	２．２．１ 予備調査
	予備調査は，計画地点の地層構成及び地質状況についてその概略を把握し，問題となる地質の予測及び本調査において必要となる調査内容を決定することを目的として実施しなければならない．

	２．２．２ 本調査
	本調査は，設計や施工に必要となる地盤の詳細な情報を得ることを目的として実施し，その結果を用いて総合的に地盤状況を評価できるよう，適切な調査方法及び調査箇所を選定しなければならない．


	２．３　 施工条件に関する調査
	２．３．１ 地形に関する調査
	地形に関する調査は，必要に応じて次の項目について調査するものとする． (1) 地形状況 (2) 工事用地の状況 (3) 河川，湖沼などの状況 (4) 資材運搬経路の有無

	２．３．２ 周辺構造物に関する調査
	計画地点及び施工上影響があると思われる範囲の諸物件に関して，施工前に調査するとともに，施工段階では，必要に応じて詳細調査を追加しなければならない．

	２．３．３ 地下埋設物に関する調査
	ガス，上下水道，電力及び通信ケーブルなどの地中管路や共同溝などについて，その規模，位置，深さ，材質などについて調査しなければならない．

	２．３．４ 環境保全に関する調査
	計画地点及び施工上影響があると思われる範囲を対象に，周辺環境に影響を及ぼすと予測される事項について調査しなければならない．
	必要に応じて次の項目について調査するものとする．
	(1) 地盤沈下
	(2) 地下水
	(3) 騒音・振動
	(4) 建設副産物対策




	第3節　計画
	第 ３ 節   計画
	３．１　 計画の基本
	地盤条件，施工条件などの調査結果を踏まえ，施工法，工期及び工費について総合的観点から入念な検討を行い，環境保全，自然災害などによる被災の防止，道路通行機能の確保に配慮しなければならない．
	３．１．１ 地盤条件の考慮
	土留めの構造形式，掘削方法，補助工法，仮桟橋の構造などの選定では，施工地点の土質性状，地形，地層構成及び地下水の分布・性状を考慮した計画としなければならない．

	３．１．２ 施工条件の考慮
	必要により次の事項を検討し，施工に支障が生じないようにしなければならない． (1)作業空間，作業時間の制約 (2)施工機械に対する制約 (3)地下水位低下の可否 (4)掘削方法 (5)本体構造物の構築方法 (6)工期 (7)支保工の盛替え・撤去・埋め戻しなど一連の施工過程

	３．１．３ 周辺環境に対する配慮
	計画地点の立地条件及び支障物件などの調査から，周辺構造物，地下埋設物，交通量の状況などの周辺環境条件を考慮し，条件に適した計画としなければならない．

	３．１．４ 環境保全，安全性及び経済性の向上に対する配慮
	次に記すような内容に配慮した計画としなければならない． (1)地盤及び地下水などへの影響や騒音・振動の程度  (2)建設副産物の処理方法(再生資源としての再利用など)，処分地の確保と運搬計画 (3)近隣，公衆及び作業関係者の安全性・防災性 (4)円滑な交通処理 (5)安全かつ経済的な計画

	３．１．５ 地震に対する安全性の向上
	仮設構造物は，設計計算において地震時の検討を行わなくてよい．ただし，仮設構造物が被災した場合，その社会的影響が大きいと考えられる場所や，液状化及び流動化が生じた際の被害が大きいと予想される地域，その他必要と思われる場合には，特に耐震性に富む構造となるよう配慮しなければならない．

	３．１．６ 施工管理に対する配慮
	掘削規模，地盤条件，周辺環境などに応じて計測管理などの施工計画を立て，施工時の安全管理に役立てるよう配慮しなければならない．


	３．２　 土留め構造形式の選定
	土留め構造形式の選択にあたっては，土留め壁の止水性や施工性，支保工の剛性や施工性などの特徴を把握し，これらの各種形式や施工法を組み合わせ，必要に応じて各種補助工法を併用するものとする．さらに，工事の規模・経済性，土質や地下水などの地盤条件，施工条件，周辺環境条件及び安全性，防災性などに応じた適切な形式，工法を採用しなければならない．
	３．２．１ 土留め壁の選定
	土留め壁の選定に当たっては，地盤条件，施工条件及び周辺環境条件などに基づき，止水性，施工性，経済性などを総合的に検討しなければならない．

	３．２．２ 支保工の選定
	支保工の選定では，掘削の規模，地盤条件，施工条件，周辺環境条件などに基づき，安全性，施工性，経済性などを総合的に検討しなければならない．

	３．２．３ 補助工法の選定
	補助工法が必要となった場合は，工法の特徴を十分に把握した上で，地盤条件，周辺環境条件に応じて補助工法の採否を検討し，土留めの安全及び周辺環境の保全につとめなければならない．

	３．２．４ 施工方法の選定
	土留め壁や杭の施工方法や設置方法の選定では，掘削の規模，地盤条件，施工条件及び周辺環境条件などを考慮し，適切な工法を選定しなければならない．




	第4節　設計
	第 ４ 節   設計
	４．１　 設計の基本
	仮設構造物の設計に当たっては，地盤条件，施工条件及び周辺環境などを考慮し，施工中に作用する荷重を適切に評価しなければならない．なお，仮設構造物の設計計算においては，原則として地震時の検討は行わなくてよい．
	土留めの応力・変形の計算方法は，支保工形式及び掘削深さにより表－9.4.1によるものとする．
	（出典：道路土工 仮設構造物工指針 p.28）

	４．２　 土質定数
	土質定数の設定に当たっては，原則として地盤調査及び土質試験を実施し，その結果を総合的に判断して定めなければならない．
	４．２．１ 土の単位体積重量
	土圧や荷重の算定に用いる土の単位体積重量は，原則として，土質試験から得られた実重量を用いなければならない．

	４．２．２ 砂質土の強度定数
	砂質土のせん断抵抗角φは次式により求めてよい． 　　　　 (ただしＮ＞5)　………………………………　(9.4.1) 　　　　　　　　φ：砂質土のせん断抵抗角 　　　　　　　　Ｎ：標準貫入試験によるＮ値

	４．２．３ 粘性土の強度定数
	粘性土の粘着力cは，乱さない資料を採取し，非圧密非排水状態(UU)での三軸圧縮試験から求めることが望ましい．なお，沖積層の粘性土は，一般に一軸圧縮試験から求められた一軸圧縮強度qu　との間に，c=qu/2の関係が認められているので，この値を用いてもよい．

	４．２．４ 地盤の変形係数
	地盤の変形係数は，次に示す試験から求めた値を用いるものとする． (1) 孔内水平載荷試験による測定値 (2) 供試体の一軸または三軸圧縮試験から求めた値 (3) 標準貫入試験のＮ値より推定した値


	４．３　 荷重
	４．３．１ 荷重の種類
	仮設構造物の設計に当たっては，次に示す荷重を考慮しなければならない．また，それらの一般的な組み合わせは，表－9.4.5によるものとする． (1) 死荷重 (2) 活荷重 (3) 衝撃 (4) 土圧及び水圧 (5) 温度変化の影響 (6) その他の荷重

	４．３．２ 死　荷　重
	死荷重の算出に用いる単位体積重量は，材料の実重量とする．ただし，個々の重量が不明な場合は表－9.4.6の値を用いてよい．
	（出典：道路土工 仮設構造物工指針 p.32）


	４．３．３ 活　荷　重
	仮設構造物に作用する活荷重は，次に示すものを必要に応じて考慮しなければならない． (1) 自動車荷重 (2) 群集荷重 (3) 建設用重機の荷重 (4) 地表面での上載荷重 (5) その他

	４．３．４ 衝撃
	自動車及び建設用重機の荷重には衝撃を考慮しなければならない．衝撃係数は支間長に関係なく0.3とする．ただし，覆工板に対する衝撃係数は0.4とする．

	４．３．５ 土圧及び水圧
	土圧及び水圧は，慣用法と弾塑性法で異なる計算方法を用いなければならない．

	４．３．６ 温度変化の影響
	切梁及び火打ちには温度変化の影響を考慮しなければならない．また，必要に応じて腹起にも考慮するものとする．温度変化による反力の増加値は150kN(15tf)程度としてよい．

	４．３．７ その他の荷重
	その他，次に示すような荷重を考慮するものとする． (1) 切梁及び土留アンカーのプレロード (2) 土留アンカーの鉛直分力 (3) 地盤改良などによる荷重


	４．４　 材料
	仮設構造物に用いる材料は，使用目的に適合した強度，品質，形状，寸法であるとともに，市場性を考慮し，入手が容易なものを用いなければならない．

	４．５　 設計に用いる物理定数
	設計計算に用いる物理定数は，｢道路土工　仮設構造物工指針(2-5設計に用いる物理定数)｣に準ずる．

	４．６　 許容応力度
	仮設構造物の許容応力度は，｢道路土工　仮設構造物工指針(2-6許容応力度)｣に準ずる．

	４．７　 全体安定性の検討
	土留めを設計する場合には，周辺地盤の状況も考慮した全体的な安定性について検討しなければならない．特に次の点に留意する必要がある． (1) 外的安定性 (2) 偏土圧が作用する場合
	検討の結果，問題があると判断した場合には，基本的な計画の見直しや対策工の検討を行わなければならない．

	４．８　 周辺構造物への影響に関する検討
	４．８．１ 周辺構造物に影響を与える要因
	掘削は地下埋設物や土留め壁背面の既設構造物などに与える影響が大きいため，事前にその影響について十分な調査・検討を行わなければならない．

	４．８．２ 近接程度の判定
	周辺構造物への影響の検討においては，まず，近接程度の判定を行うものとする．

	４．８．３ 対策工法
	周辺構造物への影響が予測される場合は，適切な対策方法を採らなければならない．


	４．９　 土留め壁の設計
	４．９．１ 設計一般
	土留めは，掘削時の作用荷重に対して十分な強度を有し，土留め自体あるいは周辺地盤に対して有害な変形を生じさせないとともに，掘削底面に関しても十分な安定のはかれるような構造としなければならない．
	（1）設計方法 　掘削深さが10ｍ以下の場合は慣用法を用いてよい．ただし，10ｍを越える場合は，弾塑性　　　　　　法により設計を行うものとする．
	（2）使用部材 　親杭横矢板における親杭は，一般にＨ-300×300以上のものを用い，その中心間隔は1.5ｍ以下とするのがよい． 　鋼矢板は，一般にⅢ型以上を用いるのがよい． （3）掘削幅及び余堀量 　「第3章 土工 8.4構造物の床堀工　3)床堀の余裕幅」に準ずる．

	４．９．２ 土留め壁及び中間杭の支持力
	（1）土留め壁及び中間杭に作用する鉛直荷重は，必要に応じて次に記す項目を考慮する． 　(a) 路面荷重(衝撃を含む) 　(b) 路面覆工(覆工板，受桁など)自重 　(c) 埋設物自重(防護桁を含む)   (d) 支保工の自重(親杭横矢板及び鋼矢板の場合は土留め壁の自重は無視して良い) 　(e) 土留めアンカー及び斜め切梁の鉛直分力
	（2）桁受けを通じて土留め壁に伝達される荷重は，次のように分担させるものとする(覆工受桁の配置間隔にかかわらず適用する)． (a) 親杭横矢板は，覆工受け桁の最大反力を親杭１本で受け持つ． (b) 鋼矢板(幅400～500mmを対象とする)は，桁受けを鋼矢板の片側のみ取り付けた場合は， 　覆工受桁の最大反力を２枚の鋼矢板で分担する．また，桁受けを鋼矢板の両側に取り付け 　た場合やＨ形鋼を鋼矢板頭部に設置した場合は，覆工受桁の最大反力を鋼矢板４枚で分担 　する(図－9.4.6及び図－9.4.7参照)．
	（3）土留め壁及び中間杭の許容支持力(Ｒa)は，地盤から決まる土留め壁の極限支持力(Ｒu)を安全率(n)で除して求める．このとき安全率(n)は，仮設構造物であることを考慮して２とする．  　なお，土留め壁及び中間杭の許容支持力を求める式や，それらの式に用いられる項目の説明については，｢道路土工　仮設構造物工指針(2-9-2土留め壁の及び中間杭の支持力)｣に準ずる．

	４．９．３ 掘削底面の安定
	施工中に掘削底面の安定が損なわれないよう，次に示す事項に対して検討を行わなければならない． （1）ボイリング及びパイピング   ボイリング及びパイピングに対する安全率は1.2以上とする． （2）ヒービング 　ヒービングに対する安全率は1.2以上とする． （3）盤ぶくれ 　盤ぶくれに対する安全率は1.1以上とする．
	ただし，間隙水圧の値，土の単位体積重量など土質定数の決定に当たって十分な調査が行われていることを前提とする．

	４．９．４  慣用法による土留め壁の設計
	（1）削深さが10ｍ以下の土留め壁の設計は，慣用法を用いてもよい．
	（2）壁の根入れ長は，次に示す検討項目からも止められる根入れ長のうち最も長いものとしなければならない．
	(a) 根入れ部の土圧及び水圧に対する安定から必要となる根入れ長
	掘削完了時及び最下段切梁設置直前における，それぞれの釣り合い深さの1.2倍
	(b)「4.9.2土留め壁及び中間杭の支持力」において求められる根入れ長
	(c)「4.9.3掘削底面の安定」から求められる根入れ長
	(d) 経験的に定められた最小根入れ長
	鋼矢板…3.0ｍ 　親杭…1.5ｍ
	（3）鋼矢板は，応力度に余裕があっても，土留め壁の変形をある程度以下に抑えることができるように十分な剛性を有しておかねばならない．
	（4）計算で求めた鋼矢板の剛性を照査するための最大変位量は，30cm程度を目安としな　ければならない．

	４．９．５ 弾塑性法による土留め壁の設計
	（1）掘削深さが10ｍを越える土留め壁の設計は，弾塑性法を用いなければならない．
	（2）弾塑性法においては，土留め壁を有限長の弾性梁，地盤を弾塑性床，支保工を弾性支承としてモデル化するものとする．

	４．９．６ 土留め壁の部材設計
	（1）土留め壁断面に発生する応力度は，慣用法あるいは弾塑性法により求めた，掘削途中または埋め戻しの各過程において発生する最大の断面力に対して算出する．
	（2）掘削深さ10ｍ以下の土留め壁に用いる土留め板は，最終掘削深さでの断面決定用土圧に応じて計算された板厚を全段面に用いてよい．ただし，10ｍを越えるような掘削深さとなる場合は，板厚を変化させるものとする．この場合にも，施工性を考慮して，断面変化は２～３断面程度とする．なお，土留め板の最小板厚は30mmとする．
	（3）土留め板はその両端が，板厚以上かつ40mm以上，親杭のフランジにかかる長さとする．

	４．９．７ 土留め工の施工・撤去
	土留め工の計画・設計は，工事の場所，地盤，規模等の条件を踏まえて検討立案されているが，すべての条件を事前に正確に把握することは極めて困難である．したがって施工計画時は，現地の各種状況，すなわち地下埋設物，架空線，道路の付属施設，沿線構造物，交通量等を十分に調査し検討しなければならない．


	４．１０　 支保工の設計
	４．１０．１ 部材名称
	支保工に用いられる部材名称は図－9.4.11を標準とする．

	４．１０．２ 支保工の設計に用いる荷重
	（1）慣用法により土留め壁の設計を行う場合は，断面決定用土圧と水圧を用い最終掘削状態において，下方分担法により算出された支保工反力を用いる．下方分担法の考え方は，図－9.4.12による．
	（2）弾塑性法により土留め壁の設計を行う場合は，算出された各最大支保工反力を用いる．
	（3）慣用法により設計を行う場合，通常撤去時の検討は行わなくてよい．

	４．１０．３ 腹起しの設計
	（1）腹起しは，切梁材芯を支点とした単純梁として，曲げモーメント及び剪断力に対して設計するものとする．ただし，火打ちを入れる場合は，火打ちの形状や配置を支間長に考慮しなければならない．
	（2）腹起しへの載荷重は，単位長さ当たりの支保工反力を等分布荷重として載荷するものとする．ただし，親杭横矢板方式の場合で特に杭間隔が広い場合には，杭位置に支保工反力を集中荷重として載荷する．
	（3）軸力が作用する腹起は，軸方向圧縮力と曲げモーメントを同時に受ける梁部材として扱わなければならない．なお，この際には温度変化に伴う軸力増加として150kN(15tf)を考慮する．
	（4）腹起しの最小部材は，Ｈ-300×300とする．
	（5）腹起しの鉛直間隔は3ｍを標準とし，覆工受け桁のある場合をのぞいて，土留め頭部から1ｍ以内に第1段目を設置することを原則とする．
	（6）腹起しの継ぎ手間隔は6ｍ程度以上とし，多段切梁の場合には，上下段で継手が並ばないよう千鳥配置とするものとする．
	（7）土留めアンカーを用いる場合は，土留めアンカーを支点として(1)と同様に扱うものとする．ただし，腹起しは設計アンカー力の鉛直成分による荷重を受けるため，腹起しブラケットを支点とした梁として，鉛直荷重に対しても検討しなければならない．この際，鉛直荷重の上段・下段の腹起しへの分担割合はアンカー台座の構造を考慮して定めなければならない(｢道路土工－仮設構造物工指針(参図1-16土留めアンカー腹起し部P294・295)｣)．
	（8）設計アンカー力の鉛直成分による荷重を用いて，腹起しブラケットの断面及び土留め壁への取り付け部について検討しなければならない．

	４．１０．４ 切梁の設計
	（1）切梁は，軸方向圧縮力と曲げモーメントが同時に作用する部材として設計する．
	（2）軸力には，腹起しを介して受ける土圧，水圧及び温度変化による荷重を考慮する．
	（3）温度変化による荷重は15ｋN(15tf)としてよい．
	（4）曲げモーメントを計算する際の荷重は，切梁自重を含めた実荷重とし，鉛直方向座屈長をスパンとする単純梁として計算する．実荷重が不確定の場合は，切梁自重を含めて5kN/ｍ(0.5tf/ｍ)以上を考慮するものとする．
	（5）切梁の最小部材は，Ｈ-300×300とする．
	（6）水平方向の設置間隔は5ｍ程度以下を原則とする．
	（7）切梁の座屈長は，鉛直方向と水平方向を分けて考慮しなければならない．鉛直方向の座屈長は，中間杭のない場合は切梁全長とし，中間杭のある場合は中間杭芯及び腹起し材との接続点を各支点として，その支点間の最大長とする．一方，水平方向の座屈長は，交差する切梁，継材及び中間杭による拘束効果を考慮する．水平方向の検討における荷重は，原則として切梁に作用する軸力のみを考慮すればよい．なお，座屈を拘束するための継材は溝型鋼Ch-150*75以上とする．

	４．１０．５ 火打ちの設計
	（1）火打ちは，腹起しを介して受ける土圧及び水圧による軸力が作用する部材として設計してよい．ただし，特に部材長が長い場合には，温度変化による軸力増加の影響や自重などによる曲げモーメントを考慮し，軸方向圧縮力と曲げモーメントを同時に受ける部材として設計しなければならない．
	（2）温度変化による荷重は15ｋN(15tf)としてよい．
	（3）火打ちと腹起しや切梁との接合部は，剪断に対して十分抵抗できる構造としなければならない．
	（4）火打ちを切梁に取り付ける場合は，左右対称に取り付け，切梁に水平方向の偏心荷重が生じないようにするものとする．
	（5）切梁火打ちは切梁と，隅火打ちは腹起しと同断面寸法の部材を用いることを原則とする．
	（6）隅火打ちは45 で設置することを原則とする．

	４．１０．６ 中間杭の設計
	（1）中間杭は，軸方向鉛直力に対して設計する．なお，座屈の検討も行わなければならない．
	（2）中間杭に作用する鉛直荷重として次のものを考慮する． (a) 路面荷重(衝撃を含む) (b) 路面覆工自重(覆工板，覆工受け桁など) (c) 埋設物自重(防護桁を含む) (d) 中間杭の自重，切梁の自重及び座屈抑制荷重
	（3）切梁の強軸周りの座屈抑制によって生じる中間杭の軸方向力は，各切梁に作用する全軸方向力の2％としてよい．
	（4）中間杭の最小部材は，Ｈ-300×300とする．
	（5）中間杭の鉛直支持力は｢4.9.2 土留め壁及び中間杭の支持力｣による．

	４．１０．７ 土留めアンカーの設計
	（1）土留めアンカーの設計は，「第6章　斜面安定工　第5節　グラウンドアンカー」に準ずる．ただし，本項に記した事項については，本項を優先する．
	（2）土留めアンカーの設計に用いる荷重は，「4.10.2  支保工の設計に用いる荷重」に準ずる．
	（3）定着層の最小かぶりは，３ｍ以上とする．
	（4）土留めの安定性の検討は，外的安定性及び必要に応じて内的安定性について行うものとする．


	４．１１　 路面覆工・仮桟橋の設計
	４．１１．１ 部材名称
	路面覆工・仮桟橋に用いられる部材の名称は，1.3 用語の定義　図－9.1.2及び図－9.1.3に示すとおりとする．

	４．１１．２ 基本計画
	（1）最大勾配
	路面覆工は，覆工周囲の道路勾配に整合させることを原則とする．また，仮桟橋の最大勾配は６％を原則とする．
	（2）桁下空間
	桁下空間は，予定地点の各管理者と十分協議し，制限条件及び維持管理に必要な空間を考慮して決定しなければならない．
	（3）仮桟橋の幅員
	使用目的を明確にした上で，その目的に適う範囲での最小幅員を定めなければならない．なお，最小幅員は４ｍとする．
	（4）覆工受桁及び杭の間隔
	覆工受け桁及び杭の間隔は，原則として覆工板の寸法にあわせて２または３ｍとする．埋設物があるなどの理由で杭間隔を広げる場合は，桁受け材の十分な検討を行わなければならない．
	（5）覆工受桁の支間
	覆工受桁の支間は５～６ｍとし，杭打ち機などの作業機械の性能，施工方法を考慮して決定する必要がある．また，河川上や道路上の仮桟橋では，管理者と十分協議しなければならない．

	４．１１．３ 使用部材
	（1）鋼　材
	路面覆工・仮桟橋に使用する鋼材は，使用実績及び市場性を考慮して決定しなければならない．なお，鋼材に作用する荷重は必ずしも明確でないため，応力度には余裕を持たせ，経済性を重要視しすぎた断面の使用は避けなければならない．
	（2）覆工板
	覆工板は，載荷される荷重に対して十分な強度と剛性を有していなければならない． 原則として，一般に市場に流通している２次製品を使用してよい．この場合，製品の性能上，長辺が支間となるように計画し，短辺を支間としてはならない．

	４．１１．４ 活荷重の載荷方法
	作用する活荷重は，4.3.3 活荷重及び4.3.4 衝撃による．活荷重の載荷方法は，一般交通で設計する場合と建設用重機で設計する場合とに分けて載荷しなければならない．

	４．１１．５ 覆工受桁の設計
	(1)覆工受桁は，覆工受桁の自重と覆工板の重量及び活荷重を載荷させた単純梁として設計する．
	(2)死荷重及び活荷重により計算された断面力は，それぞれの最大値の合計を設計に用いる断面力としてよい．
	(3)覆工受桁の支間長は，図－9.4.14による．
	(4)覆工受桁の活荷重によるたわみは,支間長の1/400以下で，かつ25mm以下でなければならない．

	４．１１．６ 桁受けの設計
	（1）桁受けは，覆工受桁の最大反力を集中荷重，また，桁受け自重を分布荷重として，桁受けの断面力が最大となるように載荷し，杭あるいは土留め壁との取り付け部を支点とする単純梁として設計するものとする．
	（2）桁受けの支間長は，図－9.4.15による．
	（3）桁受けの活荷重によるたわみは，前項覆工受桁のたわみと同一とする．

	４．１１．７ ボルトの設計
	（1）桁受けと杭を接合するボルトは，桁受けの最大反力に対して十分な強度を有していなければならない．
	（2）桁受けに溝型鋼を用いる場合のように，活荷重による鉛直荷重に対し，ボルトの剪断で抵抗するような場合は，高力ボルトを使用するのがよい．

	４．１１．８ 斜材・水平継材の設計
	（1）斜材・水平継材は杭列の各杭に水平荷重を分担させ，かつ杭頭の回転を拘束する部材及び構造でなければならない．
	（2）仮桟橋では橋軸直角方向には，斜材・水平継材を取り付けることを原則とする．
	（3）斜材・水平継材は，圧縮材として設計するものとする．
	（4）一つの杭列に作用する水平荷重は，｢道路土工－仮設構造物工指針(表２-11-４水平荷重)｣ に準ずる．

	４．１１．９ 杭の設計
	（1）杭の許容支持力は，「4-9-2　土留め壁及び中間杭の支持力」に準ずる．
	（2）路面覆工に使用される杭は，水平荷重に対する検討は行わなくて良い．
	（3）仮桟橋の支持杭の水平荷重に対する検討は，地盤が軟弱な場合や，杭の突出長が長い場合などに対して，橋軸直角方向(走行直角方向)の杭列に対して行えばよい．このとき，橋軸直角方向の一つの杭列に作用する水平荷重(前項に準ずる)は，その杭列の各杭が等分に分担するものとする．


	４．１２　 自立式土留めの設計
	４．１２．１ 設計の基本
	（1）自立式土留めは掘削深さが軟弱地盤で３ｍ以浅，良質地盤で４ｍ以浅に用いる．
	（2）最小根入長は掘削深さ３ｍ以深では３ｍ，掘削深さ３ｍ以浅では掘削深さと同等とする．
	（3）最小部材は掘削深さ３ｍ以深の場合，親杭横矢板ではＨ-300×300，鋼矢板壁ではⅢ型とする．また，掘削深さ３ｍ以浅ではＨ-150×150及びⅡ型以上を使用することが望ましい．
	（4）土留め壁頭部の許容変位量は，掘削深さの３％以内を目標とする．
	（5）背面地盤上に一般交通や建設用重機が載る場合は，土留め壁頭部は溝型鋼などにより連結しなければならない．

	４．１２．２ 荷重
	（1）断面計算及び変位の計算のいずれにも同一な荷重を用いる．
	（2）荷重は，｢道路土工　仮設構造物工指針(2-12-2 荷重)｣に準ずる．

	４．１２．３ 設計
	（1）自立式土留めは，弾性床上の半無限長の杭として設計することを原則とする．
	（2）掘削地盤面側に考慮する地盤バネは，掘削底面から土留め壁先端まで一様に分布するもの　　とする．
	（3）根入れ長の決定は，(a)最小根入れ長，(b)掘削底面の安定から決まる長さ，(c)杭の特性値から決まる長さ，のうち最大のものとする．

	４．１２．４ 自立式土留めの設計図表
	単層地盤における自立式土留めは，｢道路土工　仮設構造物工指針(参考資料-5自立式土留めの設計図表)｣により設計を行ってもよい．ただし，現場条件が図表の適用条件と異なる場合は，本節に従い設計しなければならない．


	４．１３　  小規模土留めの設計
	４．１３．１ 適用の範囲
	（1）掘削深さ３ｍ以浅で，支保工に１段ないし２段の腹起・切梁を用いる小規模な掘削の土留め設計を対象とする．
	（2）路面覆工荷重を土留め壁に直接作用させないことを原則とする．

	４．１３．２ 使用部材
	（1）土留め壁には，Ｈ型鋼，鋼矢板，軽量鋼矢板を用いることを原則とする．
	（2）腹起及び切梁にはＨ型鋼を用いることを原則とする．

	４．１３．３ 荷重
	（1）根入れ長の計算及び断面計算のいずれも同一な荷重を用いる．
	（2）荷重は，｢道路土工　仮設構造物工指針(2-13-3荷重)｣に準ずる．

	４．１３．４ 設計
	根入れ長の計算，土留め壁の断面設計及び支保工の設計などは，｢道路土工　仮設構造物工指針(2-13-4設計)｣に準ずる．なお，掘削底面の安定の検討は省略してよい．

	４．１３．５ 小規模土留めの設計図表
	単層地盤における小規模土留めは，｢道路土工　仮設構造物工指針(参考資料-6小規模土留めの設計図表)｣により設計を行ってもよい．ただし，現場条件が図表の適用条件と異なる場合は，本節に従い設計しなければならない．


	４．１４　 その他の設計
	４．１４．１ 控え杭タイロッド式土留めの設計
	控え杭タイロッド式土留めの設計は，｢道路土工　仮設構造物工指針(2-14-1控え杭タイロッド式土留めの設計)｣に準ずる．

	４．１４．２ 偏土圧が作用する土留めの設計
	偏土圧が作用する土留めは，偏土圧の状況に応じて，その挙動を考慮して検討を行わなければならない．


	４．１５　 特に耐震性に富む構造とする場合の構造細目
	仮設構造物が被災した場合，その社会的影響が大きいと考えられる場所や，液状化及び液状化による流動化による被害が大きいと予想される地域，そのほか必要と考えられる場合には，特に耐震性に富む構造としなければならない．

	４．１６　 工事用道路の設計
	４．１６．１ 適用の範囲
	本節は，建設区域内において建設資材・機材・機械及び人員などの運搬・輸送を目的とし，工事完了後に撤去される短期の工事現場内工事用道
	路に適用する．

	４．１６．２ 事前調査
	工事用道路の計画・設計に当たっては，次に示す事項について事前に調査する必要がある． (1) 地形，地質，周辺構造物 (2) 施工上の制約 (3) 周辺環境 (4) 気象条件

	４．１６．３ 路線の選定
	工事用道路の路線は，地形，土地の制約，仮設備の配置計画などを考慮し，安全で円滑な交通を確保できるように選定しなければならない．

	４．１６．４ 車道の幅員
	車道の幅員は，表－9.4.9を標準とし，通行車両の種類，交通量，安全性，地形・地盤条件などを考慮して適切に定めるものとする．

	４．１６．５ 路肩の幅員
	工事用道路は，安全性に配慮し必要に応じて路肩を設けるものとする．路肩の幅員は，0.5ｍを標準とする．ただし，地形の状況その他の特別な理由によりやむを得ない箇所においては，安全性を考慮した上で路肩の幅員を0.25ｍまで縮小することができる．

	４．１６．６ 縦断勾配
	縦断勾配は，15％程度以下とすることが望ましい．

	４．１６．７ 舗　　装
	工事用道路の舗装は，車両の円滑かつ安全な通行をはかるとともに，沿道環境などに配慮して選定するものとする．

	４．１６．８ 排水施設
	排水の必要がある場合には，側溝，集水舛など適切な排水施設を設けるものとする．

	４．１６．９ 待避所
	工事用道路を1車線で計画する場合には，工事の規模，交通量などを考慮し，必要に応じて待避所を設けるものとする．

	４．１６．１０ 　交通安全施設
	必要に応じて，照明施設，防護柵，道路標識などの交通安全施設を設け，交通事故の防止を図らなければならない．
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